
学校運営協議会① R7.4.21 

伊藤良人（よしひと）さん（会長）、長田秀子さん（副会長）、牛山喜正さん（おやじの会会

長）、白川雄三さん（木工クラブ講師）、望月克治さん（見守りボランティア）、小川輝敏さ

ん（区長会長）、吉村大輔さん（PTA 会長）、伊藤信博さん（コミュニティ所長）、校長、教

頭、小林貴 

１、学校長あいさつ 

２、自己紹介 

３、会長副会長の選出 

 会長 伊藤良人さん 副会長 長田秀子さん 

４、地域学校協働活動推進委員の選出 

 コミュニティ所長伊藤さん 

５、今年度の学校経営方針 

 「自ら学ぶ」（自己決定）は難しいからこそ目標として掲げている。 

 「地域で学ぶ」（玉川にはたくさんの財産がある。地域づくりに子どもも参画する。例え

ば、小泉山の活動も「子どもがどうしたいか」考えることを大事にしたい。 

 「やさしくなる」ための学校運営を心がけていきたい 

 年間の学校運営協議会 ①４／２１ ②７／２ ③１／９ ④３／３ 

委員：学校統廃合が叫ばれる中だが、小学校は地域の中で大切なもの。いろいろ手伝ってい

きたい。 

６、今後の運営方針・学校評価について 

•７／２は縁結びの会として授業参観や先生方と情報交かんをする会がある。職員も楽しみ

にしている。 

•地域学校協働本部について 

読み聞かせ部会／安心・安全部会／学習部会／食育部会／環境整備部会（おやじの会、花

だんの整備等）／家庭教育支援部会／広報部会／玉川地区コミュニティ運営協議会との連  

係 

•評価シートをつかって、一年間を通した玉川小学校の子どもや先生方の姿を評価する。 

•6／27、７／９に読書参観がある。９／１７も参観日があり講演会を予定している。2 月に

は玉川の日（学習発表）がある。 

•今年度は運動会が春開催になり５／３１に開催予定。音楽会は１１／１９。 

•６／２７はセカンドブックの手渡し会。運営協議会の中から渡していただきたい。 

意見交換 

委員：子どもが転んだことをきっかけとして要望書を出して、修繕をお願いした。それぞれ

の区長が児童の通学路の安全確保のために動きたい。学校からも該当区長等に連絡頂きた

い。 

委員：信号機周辺の草が気になる。すごく伸びてしまって手に負えなくなる。子ども達が通

らなければいいが。 

委員：通学路にはなっていないが、たまに通る子がいるから気をつけていきたい。 



委員：テング病が心配。木の下からみるとよくわかる。6 年生などが植樹したらどうか 

•信濃毎日新聞の記事に「学級目標はありますか」これからだと思うが、掲示物を気にし

て見ていた。 

•昨年は立ってみていたら子どもがいすを用意してくれた。今年は「どこかお探しですか」

という声かけが 6 年生からあった。どうやったらそんな声かけができるようになるのか。 

•生活目標が掲示してあった。「あいさつをして仲良くなろう」をみて、「これだ」と思っ

た。あいさつは手段であって、「仲良くなる」という目標を達成するためのもの。小泉山

の立体地図が掲示してあった。高くて暗い場所ではあったが、学習の様子がわかる。手厚

い実践が積み重ねられている。 

委員：おやじの会では、いろんな職業の人がいるので、なんでもできるときにできることを

やっていく。やってほしいことを言ってくれればできるだけのことはしたい。PTA

作業ではできないことなどできる。 

委員：けやきフェスでお世話になっている。子ども達の発表が年々にぎやかになっている。

レイアウトもふくめて要望があったら教えてほしい。 

2 年生くらいが石を投げたがり、人や建物、車などが危ない。危険なことにならない

ように周知してほしい。 

委員：プールの管理当番がなくなったと聞いたが、プールの学習はあるのか。 

委員：夏休みの水泳学習は行っていない。夏休み以降は熱中症予防の見地からも水泳学習を

行っていない。 

委員；全国的には水泳学習を地域に移行している。 

委員：ろ過装置だけを見てもとてもお金がかかっている。 

委員：年に使う時期が限られているため、大規模改修などを更新しないこともあるかも。自

分の命を守るためには水への恐怖を少しでも軽減できるための学校の水泳学習との

折り合いが難しい。 

委員：卒業式のとき、子ども達の顔が保護者から見えにくい。ひな壇があったらどうか。同

級生が書いた絵が飾られているが、跳び箱でかくれてしまっている。見えるとよい。 

学校の中に掲示されている絵画が圧倒的に多い。 

委員：モチモチの木の絵が見事。 

 

会長あいさつ 

遊ぶところを提供するのは大人だが、中学生が自ら手を挙げて参画してくれている。中学

生が育ってきている。その中学生も元は小学生。小学生の時によく育っている。 

「子ども達が将来住み続けたい玉川」になるための学校生活であり、けやきフェスであり、

そのために大人がどんなことができるのかということについて考えていくのがこの運営協

議会。1 年間よろしくお願いします。 


